
上
流
仙

人
橋
を
渡

つ
て
爪

頭
上
り

の
長

坂

四
五
町

程
登
れ
ば
古

び
た
温
泉

宿

が
並

ん
で

、
三
昧

の
音

、
尺
八

の
音
、
唄

も
聞

え

る
、
此
處

が
所
謂
秋

保

の
温
泉

だ
。

佐
勘
屋

と

い
ふ
に
道

具

を
お
ろ
す
。
時

に
八
時

だ
。
何
は

と
も

あ
れ
疲

を

ぬ
く

た

め
に
早
速

湯

に
は

い
る
、
浴

室
は
粗
末
で

は
な

い
が
ま

る
で
音

曲

の
稽
古
場

と

い
つ
た
有
樣

、
仕

切
な
し

の
追

分
、
ラ
ツ

パ
節
、

乃
至
ナ

ン

テ

マ
ガ
イ

ン
デ

シ
ヨ
節

が
絶
え
な

い
。
飯
を
食

つ
て
か
ら
間

も
な
く
床

に

入

る
、

と
雨

が
降

つ
て
來

た
、

さ
あ
明

日

の
寫

生
が
氣

が
か
り
で

眠
ら
れ

ぬ
、
色

ん
な

こ
と
を
考

ヘ
て
る
間

に
温
泉

の
夜

は
更

け
て
夜
廻

り
の
拍

子

木

の
音
が
寂

し
く
聞
え

る
（
某
月

一
日
）

四
時

に
目
覺

む
、
顔

も
洗

は
ず

に
寫

生
箱
引

つ
ぱ

り
出
し

て
川
岸

の
崖
縁

に
行
く
、
彼
方

に
は
翠
★

長
く
續

き
其

の
中

に
見
上

ぐ
る
芝

山

の
樣

な
滑

か
な
丸

い
山

が
、
ま
だ
明
け

や
ら
ぬ
灰

色

の
空

に
接

し

て
、

其

は

て
に

コ

バ
ル
ト

の
連
山

が
遥

か

に
見

え
る
、

そ

こ
を

と
、
思

つ
て
早
速

三
脚

を
据

え
る
、

一
時
間
程
無

言

の
業

、
描
き
終

る
頃
に
綠

色

の
山
ま
た
山

は
波
濤

の
如
く
朝

日

に
輝

き

出
し

た
。
宿

に
歸

り
食
後
浴
室
を
寫

生

す

る
。
そ
れ

か
ら
又
先

の
川
岸

の
崖

を

お
り

て
行
く

と
途
中

に
河
原

の
温
泉

と

い
ふ
の

が
あ

る
、
筧

の
水

は
水
盤

に
溢
れ

て
落

ち

て
ゐ

る
の
に
其

又
水

の
中

に
は

白

の
山

百
合

が
崩

れ
る
樣

に
咲
き
亂

れ
て
、

甘

い
香

が
頻
り

に
鼻
を
襲

つ

て
く
る
。

下

へ
お
り

て
行
く

と
丸
木
橋

が
架

か

つ
て
る
、
川

の
兩
岸

は
翠

★
屏
列

し
て
皆
嶢
巉岩

よ
り

な

つ
て
ゐ
て
、
瀧
あ

り
奔
湍

あ
り
、
碧
潭

あ

つ

て
非
常

に
畫

題

に
富

ん
で

る
。

此
處

で
道
具
を

開
き

上

の
温
泉
宿
を
寫

生

す

る
。
ラ

ス
ト
タ
ツ

チ
を
入
れ

て
る
頃

は
身

の
圍

り
に
沿
客
連

が
集

つ
て

た

。
宿

へ
歸
り
書

飯
後

二
三
の
鉛
筆

ス
ケ
ツ

チ

し
て
歸

途

に
つ

く
。
家

に

著

い
た

の
は
午
後

四
時

だ

つ
た

。
（
某
月

二
日

）

　

　
　
　

　

野

人

語
録

　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
臺

州
　
片

葉

子
　

　

　

〇

S
君
は
書

齋

一
ぱ

い
に
、
水
彩
畫
や

ら
、
繪
は
が

き
や
ら
張

り
た

て
て
、

得
意

が

つ
て
居

る
。
御
自

身
で

は
美
術
家
位

に
う
ぬ
ぼ
れ
給

ふ
が
、
僕

な

ど

の
樣

な
畫

の
意
味

の
明

ら

な

い
も

の
に
は
、

一
向
有

難
く
も
面
白
く
も

な

い
。
ご

て
ご

て
し

た
所

、
何
だ

か
繪

は
が
き
屋
見

た
樣

だ
。

○

そ

の
又
繪

と
云

つ
た
ら
、

赤

い
繪
具

や
、
黄

色

い
繪
具

や
ら
、
無
暗

に

落

し
て
あ

る
ば

か
り
。
見

て
さ

へ
早

や
胸

先
が
惡

く

な
る
氣
持

が
す

る
。

何

だ

と

い
へ
ば

、
こ
れ
が
島

だ
。

こ
れ

が
船

だ
と

さ
。
奇

想
天
外

よ
り
落

ち
る

と
は
蓋
し

こ
の
事

だ
。
須

ら
く
島

や
船

に
名
札

を
付
け

て
、
見

る
人

の
誤
解

を
矯

め
、
奇
想

の
落

ち
來

る
所

を
知

ら
せ
る
の
必
要

が
あ
り

は
す

ま

い
か
。

〇

S
君

が
曰
く
、
「
繪
を

見
て
呉
れ

る
人

の
無

い
の
は
、
僕

の

一
大
不
滿

だ
。

こ

の
繪

は
、

口
で
説

明
し
た

つ
て
分

か
る
も

の
で
な

い
。
見
る
人
の
感

想

に
突

入

つ
て
、
始

め
て
價

値

が
現
れ

る

の
だ
。
天
才
を
待

つ
て
始

め
て
解

せ
ら

れ
る

の
だ
。
」
と
。

○
僕

は
恥

し
め
ら
れ

た
樣

な
氣

が
し
た

。
僕

の
存

在

を
S
君
は
認

め
て
居

ら
ぬ
。
無
論
批
評
な

ど
と

い
ふ

こ
と
は
、
こ

ち
ら

が
御
免

蒙

る
方

だ
。
け

れ

ど
も
畫

と

い
ふ
も
の

は
、
畫

か
き

が
見

て
始

め
て
分

か
る
も

の
か
な
。

約
束
づ

く

で
わ
か
る

の
な
ら
、
ど

こ
が
文
學

と
選

ぶ
所

が
あ

る
か
。



○

吾
人
百
姓

の
感
情

に
も
觸

れ
得

る
樣

に
、
色

や
形

を
描

立

て
て

も
ら

ひ

た

い
。
こ

れ

が
畫

家

君

に
對

す
る
、
吾
人

の
希
望

の
全
部

で
あ

る
。

○
私
等
は
人
を
招

く
樣

な
時

に
は
。
部
屋

は
よ
く
か
た

づ
け

て
、
塵

一
本

で
も
落

さ
ぬ
樣

に
す
る

。
床

の
上
に

い
ろ
ん
な

も

の
を
積
立

て
た

り

、
柱

に
古
着

を
ぶ
ら
さ
げ

た
り

す
る
樣

な
事
は
、
失

禮
だ
と
か

ね
が
ね

思

つ
て

居

る
。
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

〇

一
寸
失

禮
だ
が
、

S
君

の
繪

は
が

き
主
義

と
く
ら

べ
て
見

た
。

吾
人

の
主

義
は
、
果
然
無
装

飾

の
装

飾

と
で

も
、

い
ふ
樣

な
も

の
で

あ

つ

た
。

S
君
、
幸

に
味

ひ
給

ひ
得

ば
幸
甚
。

○
庭

に
自
然

に
生

へ
る
艸
な
ら
生

し
て
置

け
。
自
然

に
落

ち

る
木

の
葉

は
、

掃

き
捨

て
ず

に
と
。
是

が
自
然
主
義

と

い
ふ
肩
書

の
付
く

S
君

の
言
。
秋

の
末
、
山
寺

の
垣
根

の
下

に
、
木

の
葉

が

一
面
に
散

り
敷

い
て
居

る
所
な
ど

は
、

い
か
に
も
寂

み
が
あ

つ
て
、
S
君
た

ま
ら

な

い
程

よ

い
相
だ

。
あ
れ

だ
か

ら
、
清

水

の
立

派
な
燒

を
、
尋
常

一
年

の
子
供

の
、

粘
土
細

工
と
取

り

か

へ
て
、
得

意

が
ら
れ

る

の
だ
。

無

装
飾

の
装
飾

主
義
者

た
る
吾

人
は
、
飽

く
迄
掃

き
す

て
ゝ

、

ぬ
き
す

て

て
、
清

め

に
清

め
上
げ

よ
と

い
ふ
の
で
あ

る
。

○
變

化

の
大

切
な
事
ば

か
り

を
、

口
を
極

め
て
主
張

し
給

ふ
。
成

る
程
大

切
は
大
切
。
然

し
吾

人
は
變

化

の
み
が
、
唯

一
の
美

の
要
素

と
は
、
決

し

て
思

ふ
て
は
居
ら

ぬ
。
人

の
變

化
を
云

ふ
時

に
、
吾

人
は
反
抗
的

に
、
嚴

正
を

か

つ
ぎ

上
げ
た
く

思

ふ
。
借
問
す

、
行

儀

よ

い
の
と
、
じ

だ
ら
く

な

の

と
、

ど
ち
ら
が

よ

い
。

　
　
　
　
　

徳

島

へ

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

徳

島
　
成

節

生

コ
バ
ル
ト

と

ロ
ー

ズ

と
を
流
し

た

や
う
な
、
う

ら
ら
か
な
彌
生

の

一
日
、

ス
ケ
ツ
チ
箱

や
三
脚
を
友

と
し

て
、
徳

島
公
園

ヘ
出
か
け
た

。

こ

こ
舊

藩

主
蜂

須
賀
侯

の
城
趾
で

、
四
時

の
眺
め

悪

し
く

は
な

い
、

道

程
三
里
、麥
綠

、
菜

花

を
以

て
織

り
な
せ

る
錦

の
上
を
歩
ん
で
行

っ
た
。

公

園
は
到
る
處

春

の
光

が
行

き

わ
た

つ
て
、
芝

生

は

一
面

の

エ
メ
ラ
ル
ド

グ
リ

ー

ン
に
、
櫻
花

は

ロ
ー
ズ

マ
ダ

ー

に
、
松

と

い
は
ず
、
杉
と

い
は
ず

、

柳

も
、
樫

も
、
皆

冬

の
衣

を
ぬ
ぎ

す

て
て
、
春

衣
を
飾

つ
て
居

る
、
ベ

ン

チ

に
も

、
木
蔭

に
も
、
高

き
所

も
、
低
き
所
も
、

わ

か
き

あ
り
、
老
た

る

あ
り
、

男
あ
れ
ば
、

女
あ

り
、
瓢

さ
げ
た

る
あ

れ
ば
、
握
飯

結
び
た
る

あ

り
、
と

い
ふ
樣

、
千
態

万
樣

と
は

、

こ
ゝ

で
は

生
き
た
形
容

語
、
私
は
鐵

面
皮

に

も
、

ス
ケ

ツ
チ

箱
を
開

い
た
、
遠

景

に
眉
山

、
中
景

に
松
林

、
近

景

に
は
爛
★
た

る
櫻
樹
、
（
月

並
で

は
あ
る
け
れ

ど
も
）
寫

し
は
じ
め
た
。

物

珍
ら
か

な
の
で
、
人

の
山

が
周
圍

に
で
き
た
、
日

か
ら
生

れ
た
見
物
人
、

あ

れ

が
眉
山
、

そ
れ

が
あ

の
松

林
、
今

の
が
櫻
な
ど
ゝ

う
る
さ
く

つ
て
し

か
た

が
な

い
、

そ
れ
で

も
八

ッ
切
、

十
六

切
、

二
枚

は
物

に
な

つ
た

、
終

る
と
氣

が
清

清

し
た
。
す
ぐ
中
央

な
る
城

山

ヘ
上

つ
て
四
方

を
打

眺
め
た

、

足
下

は
人

口
六
萬

の
徳

島
市
街

、
近
く

は
銀
針

の
如

き
吉

野
川
、
紀
淡

の

海

を
隔

て
て
、

東

北
遙
か
な

る
は
紀
攝

の
連

山
で
、
煙

の
樣

に
淡

く
霞

に

包
ま

れ
て
居
る
。

私
は
か
ゝ

る
境

ヘ
來

る

と
、

い

つ
も
自
然

の
偉

大
崇

高

と

い
ふ
感

に
う
た

れ

る

の
で
あ

る
、
西

の
空

が
オ

レ
ン
ヂ

に
輝

い
た
時

分

歸
途

に
つ

い
た
。


